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センター方式で地域医療情報を集積・共有・連携

対象施設： 病院、診療所、薬局、検査センター、訪問看護ステーション、、

対象情報： カルテ情報（患者情報、カルテ、サマリ、報告書、病名、検査
データ、等）、紹介状、患者さんの健康日記、、

診療情報共有以外の特徴的なサービス： 電子処方箋（HOT)、健康支援
サービス「元気eランド」（宮崎）

セキュアなネットワーク環境

PKI、VPN

運用管理（各地域の協議会設立、運用管理規程、会員規則）

マルチベンダーを対象としたオープンシステム

標準化フォーマット（HL7／MML）に対応した電子カルテ等が接続可能

ドルフィンプロジェクト 特徴 一地域
一患者
一カルテ
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はにわネット ネットワーク構成

宮崎健康福祉ネットワーク（はにわネット）

大規模医療機関

検査センター

病院A

医事システム

C
L
A
I
M

セキュリティ

MML対応
データベース

患者さん

慢性疾患：問診、指導

投薬などの一部のオーダー

インフォームドコンセント

(カルテの閲覧)

薬局

調剤記録
電子処方箋

クリニックB

IZANAMI以外のMML対応
電子カルテシステム

電子カルテシステム

医事システム
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電子カルテ、退院時サマリ、
画像システム

検査システム、結果報告

訪問看護ステーション

Web電子カルテ

宮崎健康福祉ネットワークセンター

電子カルテ

IZANAMI

地域連携機能（ＭＭＬインターフェース）

ＯＲＣＡ連携機能（CLAIMインターフェー
ス）

ＨＬ７、ＤＩＣＯＭ連携、標準マスタ実装

電子クリニカルパス機能

スタンプ機能
（患者検索、オーダー、クリニカルパス等）

ペンタブレット、音声認識PDA対応

経営分析機能

診療情報の共有、情報の連携

診療データのバックアップサービス

診療データの改ざん防止（真正性保証）

個人認証、施設認証、セキュリティ確保

医療、健康、福祉の情報発信源

地域健康福祉のIT化総合支援
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はにわネットの新しい取り組み

ハニーちゃん 元気君
はう



はにわネット：http://www.haniwa-net.jp/

健康支援サービス 「元気eランド」
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元気eランドみやざき

健常者（疾病予備軍）の健康支援ネットワーク

「はにわネット」の情報流通基盤を活用

個人IDを統一することにより健康-医療連携を実現

平成17年度経済産業省補助事業

平成１７年度 サービス産業創出支援事業 コンソーシア

ム機能強化事業

採択事業名 元気eランドみやざき構築事業
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元気eランド 指導体制

ウェルネスプランナー

ウェルネスマネージャ ウェルネスマネージャ ウェルネスマネージャ

会員 会員会員 会員 会員会員会員 会員会員

医師等

管理栄養士
健康運動指導士

マネージャひとり当たり会員約50名
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病-診連携ネット「はうんど」
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病-診連携ネット「はうんど」特徴

電子カルテを導入し、はにわネットに接続している中核病院
と、紹介元、紹介先の一方向連携

医療機関に説明の張り紙（オプトアウト方式）を掲示すること
により、患者の「はにわネット」入会と連携同意は不要

医師に対して、セキュリティ講習会を実施することにより、「は
うんど」参加医師を認定

はにわネット：http://www.haniwa-net.jp/

中核病院から紹介元、紹
介先への一方向連携

電子カルテ導入、
はにわネット接続中核病院

紹介元、紹介先医療機関
Web電子カルテで参照

はうんど 名前の由来
Hound

HOspital-clinic tie-Up Network for Doctors and nureses



病-診連携の２つの方式
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中核病院主導方式 連携医師主導方式 （はうんど）

特徴 中核病院側で、入院患者の連携
手続きを自動的に行い、紹介元
（先）の連携医師に通知する。

連携医師側で、連携したい患者を選
び、中核病院に申請し、中核病院で
連携手続きを行う。

誰が患者同
意書を取る
か？

中核病院の職員（事務）
★患者への説明は事務的

連携医師（地域のホームドクター）
★患者への説明は信頼の上に行う
のでしっかりしている。

連携医師の
選択

はにわネットの利用講習会を受
け、認定された医師の中から、
中核病院が選択

はにわネットの利用講習会を受け、
認定された医師（中核病院側では選
択できない）

連携する患
者数

一気に増える。
★ただし、連携手続きを取っても、
参照しているかは不明。
★新たな連携医師（紹介医）を
増やせる可能性→経営に貢献

徐々にしか増えない。
★連携医師の申請によるため、確
実に連携が進む。



宮大病院連携システム 連携の流れ

① 連携医師から宮大病院診療科医師へ
患者紹介。宮大病院入院決定。

② 紹介患者の入院時に、「宮大病院連
携システム」に関する説明書と同意書
を配布し、患者の同意を取得 （患者
が連携に意義のある場合は申し出て
もらう）

③ 医療情報部にて連携手続き
1. 対象患者の「はにわネット」登録

2. 対象患者の連携医師へのアクセス権設定

④ 連携医療機関の地域連携室等を通じ
て、連携医師に連携完了をメール連
絡

⑤ 医療情報部より宮大病院の当該診療
科の連携担当医師へ連携患者名と連
携医療機関及び医師名をメール通知（
連携に問題がある場合は、申し出ても
らい連携解除）

⑥ 「はにわネット」のWeb電子カルテを用
いて、宮大病院の紹介患者情報（カル
テ、検査、画像等）の閲覧開始

連携医師

医事課

診療科医師

医療情報部

連
携
医
療
機
関

宮
崎
大
学
病
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①

②

③

地域連携室等

④

⑤

⑥

問い合わせ先
宮崎大学医学部医療情報部
電話 0985-85-9057


